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あらまし：通知表の所見は，経験があっても現場の教員にとって非常に負担の大きい校務である．そこで

筆者らは所見記述支援を目指した研究を進めてきた．特に今回は，教員が通知表の所見に対してどのよう

な意識であるかについて全国的な調査を実施し，その中の自由記述回答についてテキストマイニング手法

を用いて分析した．その結果，全国的にも所見という短い文章に児童の様子をいかに適切に表現し保護者

に伝えることが難しく，負担に感じているかが改めて分かった． 
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1. はじめに 

通知表の所見記述は小学校における校務の中で最

も負担感が高い（1）．経験を積み，担任として何度も

所見を記述していると，ある程度の所見は書けるよ

うになる．しかし，少しでも児童の成長を促すため

に，どのような表現をしたらよいかを悩んでいる教

員は，経験豊富な教員ほど多い（2）．そこで，著者ら

は教員が所見記述をするための支援を目指し所見デ

ータの分析を進めてきた（3）～（9）． 

また，今まで筆者らは小学校の教員が通知表の所

見に対してどのように考えているかについてのアン

ケート調査を実施してきた．しかし，限られた地域

の教員を対象にしていた．そこで，今回，全国の小

学校教員 500名を対象にWEBアンケート調査を実

施した．そのアンケートの中で，通知表の所見につ

いての自由記述の回答をテキストマイニングの手法

を用いて分析し，教員の通知表所見に対する意識を

分析した結果を報告する． 

 

2. アンケートの概要と分析方法 

2.1 アンケートの概要 

今回の WEB アンケートは業者に委託して実施し

た．その概要は以下のようである． 

・趣旨：通知表所見記述について困っていることや

記述の際に参考にしているものなどを調査し，今後

の通知表記述支援の参考にする． 

・実施時期：平成 27年 10月 

・対象人数：500名（全ての都道府県） 

・対象者：小学校教職員 

（講師・管理職・養護教諭等も含む） 

2.2. 分析方法 

 今回のアンケート調査の中で「通知表の所見につ

いて，あなたが思っていることを書いてください．」

という設問で自由記述による回答を得た．この回答

について KH_Coder を使って全体的な傾向を分析

した．さらに，小川手法（10）を用いて教職経験年数

の違いや管理職教員と非管理職教員の違い等を比較

分析した． 

 

3. 分析結果 

全体的には，「保護者」「伝える」「難しい」「良い」

「表現」「負担」「大変」「必要」などの単語が多く抽

出され，いかに保護者に児童の良い面を伝えること

が難しく大変であり，負担に感じているかがうかが

われる． 

 

図 1 全体の共起ネットワーク 
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教職経験年数による比較では，20年以上経験があ

る教員は，「必要」「難しい」「大変」「伝わる」「表現」

「大切」「短い」「評価」などの単語が 10 年未満の

教員より多く抽出され，経験があるだけに短い所見

の文章にいかに児童の様子を表現することの難しさ

を感じていることがうかがわれる． 

 また，管理職教員と非管理職教員では，非管理職

教員は「懇談」といった単語が管理職教員より多く

抽出され，懇談面談などで保護者と直接話をする方

が，所見より意義があると感じている者が多かった． 

 

 

図 2 管理職の共起ネットワーク 

 

 

図 3 非管理職の共起ネットワーク 

 

4. まとめ 

今回のアンケートでは，通知表の所見に対して全

国の小学校教員に様々な考えを自由記述にて回答し

てもらった．長所だけでなく，良くない面も記述す

る方が良いなどといった意見もあったが，ほとんど

の教職員はいかに児童の様子を適切に，しかも，所

見という短い文章で保護者に伝えることの難しさに

負担を感じていることが改めて分かった．これらの

結果を活かし，今後，通知表の所見記述支援に向け

た取り組みをしていきたい． 
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